
 

國島賢治

４．社員から始める活動の輪を徐々に広げ、より多くの人々の意識を高め、
  活動範囲の拡充に努めます。

３．計測機器の製造事業（活動の全域）における生物多様性への負の影響を
  把握し、サプライチェーンと連携を取り、低減に努めます。

２．カーボンニュートラルチャレンジ２０５０を制定し、温室効果ガス排出
  抑制の他にも、省エネルギーや３Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
  ル）に取り組んでいます。
  これらの諸活動を通して環境負荷低減に努めます。

１．ネイチャーポジティブ（自然再興）に対し、当社は何をすべきなのか、
  どの様な貢献が出来るのかを常に考え、生物多様性、自然共生の
  取り組みを⾧く継続します。
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